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令和４年度の取組及び今後の取組について

資料１
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●洪水ハザードマップの作成及び周知
✓ハザードマップの改訂版を作成し，町内自治会（各世帯）へ配布

上三川町

令和４年度の取組状況

〇令和４年１１月に上三川町ハザードマップの改訂を行った。

田川 ・鬼怒川の浸水想定区域（想定最大規模）に加え ← 「 武名瀬川 ・江川 」 を追加。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

上三川町

令和４年度の取組状況

○各種団体や地域住民に対し，風水害対策に関する説明会や出前講座を実施

【内容】マイタイムラインの作成講座、自主防災組織設立に向けた説明会など

マイタイムライン作成講座 自主防災組織設立に関する説明会

●水防災に関する説明会の開催
✔水防災に関する説明会を開催する
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

上三川町

令和４年度の取組状況

○小学生を対象とした防災教育の実施（上三川小・北小・坂上小・明治小・明治南小）

・災害が発生し避難所に避難した際の一連の流れを体験することによって、災害
に対する意識の向上を目指す。また、避難所の開設から運営、撤去に至るまで、
実際の避難所担当職員が作業することにより避難所対応の経験を高める。

検温 ・ 受付 ダンボールパーテーション・アルミマットの設置 必要な防災グッズについて話し合う

避難時の行動 ・資機材の説明

●小中学生を対象とした防災教育の実施
小中学生を対象に防災教育の実施
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

令和４年度の取組状況

塩谷町

●防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

〇防災行政無線の屋外スピーカーを補完するシステムの導入（令和２年度）

・戸別受信機の貸与（今後も継続）
・スマートフォンアプリ、防災メールへの情報配信
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

塩谷町

令和４年度の取組状況

●ハザードマップの作成・周知
想定最大外力にもとづいた洪水を対象に、洪水ハザードを策定する

〇防災ハザードマップの作成（令和２年度）、配布（役場、道の駅等）
（ ・鬼怒川浸水想定区域図
・荒川（県管理河川）の上流部のダム放流時の浸水想定図
・土砂災害警戒区域 等掲載 ）

〇地域づくり勉強会・自主防災組織講習会等での周知
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

塩谷町

令和４年度の取組状況

●短時間判断等の上流域の特徴を考慮したタイムラインの更新及び実践的な訓練の検討

〇県のタイムライン修正に伴って、ダム放流時等のタイムラインの見直し、修
正を行った。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

塩谷町

令和４年度の取組状況

●出前講座等を活用した講習会の実施

〇高齢者支援課と連携し、地域づくり勉強会において防災士を招いての講話、
体験等を実施した。
・また、自主防災組織の訓練等の際に同様のものを実施した。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

●地域包括支援センター・ケアマネジャーと連携した水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取り組
み実施

塩谷町

令和４年度の取組状況

〇高齢者支援課と連携し、地域づくり勉強会において防災士も交えながら、避難
所設営体験等を実施した。
・令和４年９月２０日実施
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

塩谷町

令和４年度の取組状況

●水防意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施

・防災研修の一環として、住民の希望者を募っての県防災館での体験及び視察
（日程変更で１１月での実施となった。）
当初、大雨の体験も計画していたが、コロナ禍のため、大雨体験は実施できず。

・令和４年１１月２２日 実施
・参加人数 18名
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

塩谷町

令和４年度の取組状況

●水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検

・関係機関と重要水防箇所の合同点検の実施

日 時 令和4年5月24日
場 所 県管理河川等
参加者 県（土木事務所）、

消防署、消防団、
建設業協会、町
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●地域の防災リーダーの育成
自主防災会に対し、マイ・タイムライン作成講座を開催した。

結城市

令和４年度の取組状況

〇防災意識の向上と、マイ・タイムラインの普及・啓発を図るため、市消防団の水防訓練に併せて自
主防災会を主とした市民に対し、マイ・タイムライン作成講座を開催した。
2022年 5月 29日 市民(自主防災会) 20名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

結城市

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

鬼怒川の浸水区域内にある、絹川小学校で防災についての授業を開催。

水害についてのオンライン講演を全校生徒に対して行い、４～６年生には、避難情報の意味や、
マイタイムラインの作成についての実習を行った。
2022年9月9日 絹川小学校児童 149名（うち４～6年生76名）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

出前講座等を活用した講習会の実施

〇出前講座等を活用し、各地区にて防災講話を実施。
・ 令和４年４月１２日 押上地区の高齢者向け 参加者 約１５名
・ 令和４年５月１２日 喜連川地区の高齢者向け 参加者 約４０名
・ 令和４年５月１３日 地域連携推進委員向け 参加者 約７０名
・ 令和４年６月８日 上阿久津地区の高齢者向け 参加者 約２０名
・ 令和４年９月９日 喜連川地区の親子向け 参加者約１０名

※主な講演内容
・ハザードマップの説明
・自主防災組織の設立、活動
・情報取得ツールの照会

さくら市
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

・小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート

〇「総合的な学習の時間」にて、ハザードマップ等の説明
・日時：令和４年8月２５日
・場所：喜連川中学校
・対象：中学３年生（約２０名）

さくら市
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

・地域の防災リーダーの育成

令和４年度の取組状況

〇 防災士、区長向けのフォローアップ研修の実施

・日時 令和４年７月15日
・講師 宇都宮大学 地域デザイン科学部 准教授 近藤 伸也 氏
・参加者 約40名

さくら市
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

・自主防災組織の促進及び支援等の検討

令和４年度の取組状況

〇宇都宮大学と協働で自主防災組織設立を推進

・令和４年５月17日
内容：自主防災組織未設立地区の区長を訪問。

アンケート実施
・令和４年８月21日
内容：北草川地区にて設立に向けた説明会
・令和４年10月８日
内容：鍛冶ヶ澤地区にて設立に向けた説明会

さくら市
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

・自主防災組織の促進及び支援等の検討

令和４年度の取組状況

〇自主防災組織の設立、活動支援補助金

・防災資機材等整備補助金
最大50万円、１地区１回限り（補助率100/100）

・自主防災組織運営事業補助金
最大３万円、各年度１回、（補助率100/100）

さくら市
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

●デジタル地図でのハザードマップの公開
✓「古河生活べんりMAP」において古河市洪水ハザードマップを公開

古河市

令和４年度の取組状況

・令和４年４月１日に市の様々な地図情報が閲覧できる「古河生活べんりMAP」を運用開始した。
・古河市洪水ハザードマップ（利根・渡良瀬川、思川、鬼怒川）をグーグルマップや航空写真と
重ね合わせて閲覧することが可能。
・住所・地番検索やルートの検索など様々な機能を使用することができる。

こちらのQRコードからアクセスできます
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

古河市

令和４年度の取組状況

●新たな啓発ツールの作成
「古河市民洪水シミュレーションゲーム」を作成

・古河市での避難のポイントをわかりやすく学んでもらうため、古河市洪水ハザードマップと車や人な
どの駒を使った「古河市民洪水シミュレーションゲーム」を作成した。
・古河市に大型台風が接近した想定で、自身の自宅や避難先の駒などをハザードマップ上に配置して
避難経路を確認し、時系列に付与された気象情報や水位情報をもとにプレイヤー自身でいつ避難を
開始するかタイミングを考えてもらう。
・古河市の水害特性やプレイヤーの自宅の位置・家族構成をふまえてゲームを行うことができるため、
このゲームを行うことで個人の実情に合わせた避難方法を考えることができ、マイタイムラインの作
成につなげることができる。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

常総市

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施
常総市内の各小中学校（９校）の総合学習授業の中で、水災害教育を実施

※災害時における危険を認識し、的確な判断の下に、自らの安全を確保するための
行動ができるようにする。

〇常総市内各小学校（７校） 令和４年９月９日～９月１６日
・マイ・タイムライン ・クロスロード ・垂直避難 ・避難所体験

〇常総市内各中学校（３校） 令和４年９月１４日～９月１６日
・クロスロード ・垂直避難 ・我が家のマイタイムライン
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

●「鬼怒川・小貝川下流域の大規模水害に関する広域避難計画」に基づく広域避難訓練

常総市

令和４年度の取組状況

※自主防災組織の迅速かつ的確な避難行動の取り組みとして、つくばみらい市及び
つくば市への広域避難訓練と避難所運営訓練を実施する。

〇つくばみらい市小絹中学校 令和４年７月３１日（日）
・水海道山田地区 ・水海道川又地区
〇つくば市豊里柔剣道場 令和４年１０月３０日）（日）
・豊田地区
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●マイ・タイムライン作成講座の実施
常総市における在留外国人を対象としたマイ・タイムラインの普及検討

常総市

令和４年度の取組状況

外国人の水防災意識向上を目的とし，市内在住の外国人を対象にマイ・タイムライン
作成講習会を実施した。
〇2022年7月15日 ＠常総市役所市民ホール
対象者・・・・・中高生9名（ブラジル人）・筑波大学 学生（留学生）
参加団体・・・下館河川事務所，筑波大学，河川情報センター，常総市
使用教材・・・試作品「逃げキッドやさしい日本語版」
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

八千代町

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
✔小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

〇親子授業参観の中で防災教育の一環としてマイ・タイムライン作成出前講座を実施した。
開催日時：令和4年11月30日(水) １３：２０～１４：０５
会場：八千代町立西豊田小学校
対象：5年生児童及びその保護者 合計約６０名
協力：八千代町防災士連絡協議会

今後も小中学校児童生徒を対象に適宜実施予定(12/14川西小学校児童約50名、12/15東中学校
生徒保護者合計約１００名、2/21八千代第一中学校生徒保護者合計約２５０名)。 24



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

八千代町

令和４年度の取組状況

●マイ・タイムライン作成出前講座の実施

町民を対象に、自宅の最大浸水域をハザードマップで把握し、避難情報等の説明も踏まえつつ、マ
イ・タイムラインの普及啓発を図る出前講座を行った。
開催日時：令和4年9月10日(土) １３：３０～１５：３０
会場：兵庫沼端集落センター
参加者数：１１名
協力：国土交通省下館河川事務所、八千代町防災士連絡協議会

今後も町民を対象に適宜実施予定(12/4川西コミュニティ協議会約２０名、2/11仁江戸すみれ会約
２０名)。 25



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●出前講座等を活用した講習会の実施
✓出前講座等の要望があれば積極的に参加し、防災知識の普及啓発活動等の支援を実施

栃木県

令和４年度の取組状況

○河川水難事故防止のための「出前講座」実施
台風やゲリラ豪雨等で急激に河川が増水することによる水難事故の発生防止のため、県内の小中学校等へ県土
整備部職員（各出先土木事務所職員）が出向き、リーフレット等を用いた出前講座を実施。

令和４年度実施校（16校）

・７月６日（水） 栃木市立部屋小学校
・７月６日（水） 那須町立那須中学校
・７月７日（木） 茂木町立茂木小学校
・７月７日（木） 那須町立那須高原小学校
・７月７日（木） 足利市立坂西小学校
・７月８日（金） 那須烏山市立荒川小学校
・７月８日（金） 佐野市立常盤小学校
・７月11日（月） 鹿沼市立板荷小学校
・７月11日（月） 日光市立今市小学校
・７月11日（月） 塩谷町玉生小学校
・７月13日（水） 上三川町立本郷小学校
・７月13日（水） 那須町立学びの森小学校
・７月13日（水） 那珂川町立馬頭小学校
・７月14日（木） 大田原市立佐久山小学校
・７月19日（火） 那須町立髙久小学校
・７月21日（木） 宇都宮市立錦小学校

【川に関するクイズによる講座】

【ライフジャケット試着体験】 26



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●出前講座等を活用した講習会の実施
県政出前講座等の実施

令和４年度の取組状況

〇県職員が講師となり、学生や防災士を目指す県民を対象に、県の防災・減災に関する取組などに
ついて説明し、防災・減災に対する理解促進・意識啓発等を図った。

栃木県

開催日 主催者・開催場所等 参加者数(名)

R4年5月 作新学院大学 67

R4年5月 地方自治研究センター 128

R4年7月 宇都宮大学 16

R4年7月 栃木県立南那須特別支援学校 75

R4年7月 白鴎大学 200

R4年8月 栃木県手話通訳問題研究所 30

R4年9月 宇都宮大学 36

R4年11月 下野市女性防火クラブ 23

R4年11月 大田原市防災士養成講座 70

R4年11月 作新学院大学防災士養成講座 70

R5年1月(予定) 鹿沼市防災士養成講座 約52

R5年2月(予定) 作新学院大学防災士養成講座② 約70
27



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●ハザードマップの訓練等への活用
✓地区防災計画の策定の促進

令和４年度の取組状況

ハザードマップを活用するなど、地域の災害リスクを踏まえて適切な避難行動がとれるよう、県内の
自主防災組織等において地区防災計画の策定を促進した。

�地区防災計画策定促進検討会
計画策定支援に携わる市町の担当職員や防災士等による今後の支援の方向性の検討及び研修
令和４(2022)年 ８月31日（水曜日） Zoomによるオンライン開催 参加者：50名

�地区防災計画実践支援事業
啓発パネルの制作・展示、出前講座の実施

�地域防災力強化推進事業補助金（地区防災計画策定強化事業）
計画策定を行う際の専門家派遣費用を市町へ助成 R４：４地区

栃木県

検討会8/31
出前講座の様子
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令和元年度の取組状況令和４年度の取組状況

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●地域の防災リーダーの育成
✓ とちぎ地域防災アドバイザー連絡会議の実施

自主防災組織等で中核的な役割を担う人材を確保するため養成・登録したとちぎ地域防災アドバイ
ザーを対象に、当該アドバイザーの育成及び情報交換等を目的とした連絡会議を実施した。

実施日 令和４(2022)年５月31日（火曜日）

講座受講者 24名

栃木県

地区防災計画策定に関する講義 防災まち歩きの様子 防災まち歩きの振り返り
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●地域の防災リーダーの育成
✓自主防災組織リーダー育成研修会の実施

令和４年度の取組状況

自主防災組織等の指導的立場にある方を対象とし、知識、技能を習得していただくとともに、その役
割についての自覚を高め、地域における自主防災組織活性化のために活躍できる人材の養成のた
め、講演やグループワークを実施した。

第1回 令和4(2022)年 10月12日（水曜日）栃木県庁本館・ニューみくら体育館（宇都宮市） 50名
第2回 令和4(2022)年11月 9日（水曜日）佐野市文化会館（佐野市） 58名
第3回 令和4(2022)年11月17日（木曜日）菊沢コミュニティセンター（鹿沼市） 53名
第4回 令和4(2022)年11月30日（水曜日）大平公民館（栃木市） 46名

参加者 合計207名

栃木県

←第２回 研修会
防災に関する講演

←第１回 研修会
避難所設営訓練
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
✓水防災に関するパネル展示及び電子看板による「逃げなきゃコール」広報動画の掲示

栃木県

令和４年度の取組状況

○水防災に関するパネル展示
栃木県庁本館15階ロビーにて、「水防災意識強化週
間」に係るパネルの展示や、栃木県が作成した「とちぎ
の川パンフレット」「緊急速報メールに関するチラシ」等を
設置し、水防災に関する普及・啓発活動を実施した。

○電子看板による「逃げなきゃコール」広報動画の掲示
国土交通省が取組を推進している、離れた地域に住む
家族へ避難を呼びかける「逃げなきゃコール」の広報動画
を、栃木県庁本館１階ロビー及び15階ロビーにて、電子
看板による掲示を行い、県民へ取組を周知した。
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間確保ための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●自主防災組織の促進及び支援等の検討
✓自主防災組織の促進及び支援

令和４年度の取組状況

地域住民が協力し合う自主防災組織の普及の促進及び支援等を実施した。
〇 自主防災組織設立支援事業
自主防災組織活動カバー率が100％未満である市町を対象に、有識者による講演会、研修会等を
実施するための経費を補助することで、防災意識の高揚、自主防災組織への理解促進等を図った。

自主防災組織設立講演会の開催支援
日時等 ①令和4(2022)年12月16日（金曜日） 那須町文化センター（那須町） （予定）

②令和5(2022)年2月22日（水曜日） 壬生町城址公園ホール（壬生町） （予定）

○ 地域防災力強化推進事業補助金（自主防災組織強化推進事業）

県内自主防災組織の育成や、防災資機材等の整備に関する市町の経費の一部に補助金を交付し、
自主防災組織の強化を図った。

・令和４年度実績
交付決定 17市町 計10,088千円

栃木県

補助金対象防災資機材（例）→
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

茨城県

令和４年度の取組状況

●「マイ・タイムライン」の普及
災害時に住民が適切な避難行動を取れるよう「マイ・タイムライン」の普及を図る

◀ 小学校での授業の
様子

◀「我が家のタイムライン」
様式

１．県独自様式「我が家のタイムライン」
の作成

２．洪水ハザード内の小学校でのマイ・タイムライン作成
講座の実施

従来のマイ・タイムライン様式を簡略
化し、誰でも簡単に作成できる「我が家
のタイムライン」を作成。
県ホームページに掲載するほか、市町
村を通して洪水ハザード内の世帯へ配布。

県内の洪水ハザード内に所在する全ての公立小学校（１００
校）でのマイ・タイムライン作成講座実施を目指している。
１００校のうち県に対して講座開催を希望しているのは６０

校であり、残りの学校は市町村、国河川事務所などへ開催を依
頼予定。
県では、令和４年１１月末までに４５校で講座を開催。
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●関係機関が連携した実働水防訓練の実施
『第７０回利根川水系連合・総合水防演習』の実施

令和４年度の取組状況

水防団による利根川の被災特性や地域に即した実践的な水防工法訓練をはじめ、住民による自衛
水防訓練やコロナ禍を踏まえた避難訓練を実施。さらに、関係機関が連携した救出・救護訓練など
タイムラインに沿った実践的な総合水防演習を３年ぶりに実施。

■開催日時 令和4年5月21日（土） 9:00～12:00
■開催場所 茨城県取手市東地先（利根川河川敷 取手緑地公園）
■実施内容 水防工法訓練、自衛水防訓練、救出・救護訓練、要配慮者利用施設の避難訓練 他
■参加者等 約1,200人（来賓、一般見学者を含む） 参加機関 15機関（約300名）

住民の自衛水防訓練

避難訓練（避難所設営） 県から市への水防資材提供訓練

水防訓練（積み土のう工） 救出・救護訓練

YouTubeによる配信

茨城県
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「警報級の現象」や「危険度の色分け」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔ 「線状降水帯による大雨の可能性」の情報提供、警報等における危険度の色分け表示等

令和４年度の取組状況

〇線状降水帯による大雨発生の可能性が高い場合に、複数の県にまたがる広域を対象に、線状
降水帯による大雨となる可能性を半日程度前から気象情報において呼びかけを実施。

■線状降水帯による大雨の可能性を半日程度前から提供

「〇〇地方では、線状降水帯が発生し
て大雨災害発生の危険度が急激に高
まる可能性があります。」
「線状降水帯が発生した場合は、局地
的にさらに雨量が増えるおそれがあり
ます。」

宇都宮地方気象台
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「警報級の現象」や「危険度の色分け」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔ 「線状降水帯による大雨の可能性」の情報提供、警報等における危険度の色分け表示等

令和４年度の取組状況 ■キキクル（危険度分布）「黒」の新設と「うす紫」と
「濃い紫」の統合

〇キキクル（危険度分布）に警戒レベル５相当の「災害切迫」（黒）を新設するとともに、警戒レベル４
相当を「危険」（紫）に統合することで、より分かりやすく危険度を伝えることができるように実施。

宇都宮地方気象台
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「警報級の現象」や「危険度の色分け」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔ 「線状降水帯による大雨の可能性」の情報提供、警報等における危険度の色分け表示等

令和４年度の取組状況 ■大雨特別警報（浸水害）の指標の改善

宇都宮地方気象台

〇災害発生との結びつきが強いキキクル（危険度分布）の技術を用いることで、災害が発生・

切迫している警戒レベル５相当の状況に一層適合した大雨特別警報（浸水害）に改善。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●気象情報発信時の「警報級の現象」や「危険度の色分け」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔ 「線状降水帯による大雨の可能性」の情報提供、警報等における危険度の色分け表示等

令和４年度の取組状況

〇指定河川洪水予報（国管理河川）の氾濫危険情報を、実況水位が氾濫危険水位到達した場合
に加えて、水位が急激に上昇し、3時間以内に氾濫する可能性のある水位に到達する見通しと
なった場合は、予測に基づいて発表に改善。

■指定河川洪水予報（国管理河川）の氾濫危険情報を
予測でも発表

これまで改善後

宇都宮地方気象台
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●短時間判断等の上流域の特徴を考慮したタイムラインの更新及び実践的な訓練の検討
✔水位の上昇が早いことで限られた時間での避難指示等の判断を行うことが想定され、その特徴を踏まえ
たタイムラインへの更新、実践的な訓練の検討を行う

令和４年度の取組状況

宇都宮地方気象台

〇令和4年度栃木県・那須町防災図上総合訓練に参加。
想定気象状況として、令和元年東日本台風を利用し、
現地災害対策本部（那須町）と連携した防災対応を
行う訓練において気象解説を実施。

日 時：令和4年8月3日
場 所：栃木県庁8階（危機管理センター対策室） ⇔ 那須町

〇令和4年度栃木県・栃木市総合防災訓練に参加。
令和元年東日本台風災害の教訓等を踏まえ、
防災関係機関の連携による災害発生時の様々な
被害への防災対応を行う訓練においてブース展示
等を実施。

日 時：令和4年12月11日
場 所：栃木市総合運動公園
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●短時間判断等の上流域の特徴を考慮したタイムラインの更新及び実践的な訓練の検討
✔水位の上昇が早いことで限られた時間での避難指示等の判断を行うことが想定され、その特徴を踏まえ
たタイムラインへの更新、実践的な訓練の検討を行う

令和４年度の取組状況

宇都宮地方気象台

〇宇都宮地方気象台において、気象防災ワークショップをオンライン形式で実施。
気象庁等から提供される気象情報を適切に使い、的確なタイミングで防災体制の強
化や迅速な避難情報の判断・伝達を実施できるよう演習。

・土砂災害編 【日 時】：令和4年7月27日（午後）
【参加者】：（グループワーク）栃木県内各市町職員（15名） （スタッフ）気象台職員（8名）

・中小河川洪水災害編 【日 時】：令和5年3月2日（午後）
【参加者】：（グループワーク）栃木県内各市町職員（16名） （スタッフ）気象台職員（8名）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

●水防災に関する説明会の開催
✔水防災に関する説明会を開催する

宇都宮地方気象台

〇台風の接近等に伴う影響や防災上の留意事項等について、台風説明会を対面とオンラ
イン形式で開催し、関係機関に注意、警戒を呼びかけ解説資料を提供。

・令和4年8月12日 台風第 8号（宇都宮地方気象台）
・令和4年9月18日 台風第14号（宇都宮地方気象台）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施及び教員へのサポート
✔小中学生を対象に防災教育の実施や授業への組込みの際の教員へのサポートを実施

宇都宮地方気象台

〇栃木県教育委員会主催の、とちぎ子どもの未来創造大学の出前講
座「体験気象学」において、実験を通した気象に関する講座を実施。
気象庁（気象台）の業務の説明や実験を通して、気象及び防災に関
する意識を高めた。

・令和4年7月29日 塩谷町生涯学習センター 19名
・令和4年8月 4日 栃木市皆川公民館 17名
・令和4年8月 8日 真岡市公民館 31名
・令和4年8月 9日 佐野市中央公民館 10名

〇中学生の職場体験を受け入れ、体験学習の中で気象庁（気象台）
の業務の説明や実験を通して、気象及び防災知識の啓発を実施。
・令和4年12月 5日～7日 中学生（1名）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

●出前講座等を活用した講習会の実施
✔出前講座等の要望があれば積極的に参加し、防災知識の普及啓発活動等の支援を実施

宇都宮地方気象台

〇防災士養成講座や防災リーダー研修会に職員を派遣し、防災気象情報の普及啓発
を実施。

・小山市「防災士養成講座」
【日時】：令和4年12月3日 【場所】 ：小山市健康医療介護総合支援センター 【対象】：一般（約50名）

・足利市「防災リーダー研修会」
【日時】：令和4年12月4日、令和5年2月26日 【場所】 ：あしかがフラワーパークプラザ
【対象】：一般（2日間合計 約200名）

・大田原市「防災士養成講座」
【日時】：令和4年11月19日 【場所】：大田原市役所南別館 【対象】：一般（約40名）

・鹿沼市「防災士養成講座」
【日時】：令和5年1月28日 【場所】 ：鹿沼市菊沢コミュニティセンター
【対象】：一般（約50名）



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●自治体や水防団等が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
✔毎年、国が実施している重要水防箇所等の共同点検に参加

令和４年度の取組状況

宇都宮地方気象台

・令和4年6月21日 鬼怒川（塩谷町） （2名）
・令和4年6月28日 鬼怒川（宇都宮市） （2名）

〇令和4年度の鬼怒川・小貝川上流域の重要水防箇所等の共同点検に参加。
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２）ソフト対策の主な①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

令和４年度の取組状況

●気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔警報等における危険度の色分け表示、「警報級の現象になる可能性」の情報提供、メッシュ情報の充実化

水戸地方気象台

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ 令和4年6月1日～
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■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

令和４年度の取組状況

●気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔警報等における危険度の色分け表示、「警報級の現象になる可能性」の情報提供、メッシュ情報の充実化

水戸地方気象台

キキクル（危険度分布）の改善 令和4年6月30日～

令和4年6月30日から
キキクル（危険度分布）の危
険度（色）に「災害切迫」（黒）
が加わり、「非常に危険」（うす
紫）と「極めて危険」（濃い紫）
は「危険」（紫）に統合されまし
た。

２）ソフト対策の主な①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
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■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

令和４年度の取組状況

●気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサポート）
✔警報等における危険度の色分け表示、「警報級の現象になる可能性」の情報提供、メッシュ情報の充実化

水戸地方気象台

大雨特別警報（浸水害）の指標改善について 令和4年6月30日～

＜改善のポイント＞警戒レベル５相当の状況に一層適合させるよう、災害発生との結びつきが強い
「指数」を用いて大雨特別警報（浸水害）の新たな基準値を設定

大雨特別警報
の指標に用いる
基準値

大規模な浸水害を高い確度で適中させるよう指標、基準値を設定

中小河川氾濫に起因する大規模な浸水害を適中させ
るように流域雨量指数の指標、基準値を設定

内水氾濫に起因する大規模な浸水害を適中させるよう
に表面雨量指数の指標、基準値を設定

洪水キキクル「災害切迫」（黒）の判定に用いる。 浸水洪水キキクル「災害切迫」（黒）の判定に用いる。

5kmメッシュ
の降水量等

１kmメッシュ
の危険度

大雨特別警報（浸水害）の発表について、5kmメッシュの降水量等を用いた手法から、1kmメッシュの「危険度」を用いた手法へ
改善。

大雨特別警報（浸水害）の対象地域を大幅に絞り込んだ発表が見込まれる。

２）ソフト対策の主な①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

水戸地方気象台

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施
小中学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

〇大洗町における学校安全総合支援事業への支援。大洗町教育委員会より学校安全総合支援事業
実践委員会委員（自然防災アドバイザー）に委嘱され、実践委員会や研修会等に出席して助言等を
行った。
9月2日（金） 「大洗町立第一中学校、大洗小学校 合同引き渡し訓練及び意見交換会」
10月20日（木）「大洗町立第一中学校、大洗小学校 自然防災教室講演等」
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校5年生の理科授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

水戸地方気象台

〇茨城県教育研修センターの研究授業（台風と防災）への支援。大洗町立南小学校の5年生に対する
研究授業において、助言や質問対応を行った。
7月8日（金）、 7月11日（月） 、7月13日（水）「大洗町立南小学校と気象台コラボ授業（Web参加）」
9月8日（木）「大洗町立南小学校にて研究授業（台風と防災）発表会」

大日本図書_小学５年理科【台風と防災】49



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

関東地方測量部

令和４年度の取組状況

●水害記録の伝承
自然災害伝承碑の情報を「地理院地図」に掲載する

「自然災害伝承碑の地図化を通じた災害教訓の周知・普及」の取組

国土地理院では、令和元年度から災
害教訓の伝承に関する地図・測量分
野からの貢献として、過去の自然災害
に関する石碑やモニュメントなど「自然
災害伝承碑」を地形図等に掲載してお
ります。これにより、過去の自然災害の
教訓を地域の方々に適切にお伝えする
とともに、教訓を踏まえた的確な防災行
動による被害の軽減を目指します。

取組目的

国土地理院では、令和元年６月から「地理院地図」において、全国各地に建立され
ている自然災害伝承碑に関する情報（位置や伝承内容など）を掲載しています。

表示イメージ

アイコンをクリック
すると碑名や災害名
が表示

※自然災害伝承碑を示すアイコン

令和４年度 新規掲載数
協議会 市町村名 掲載数

下流 筑西市 1基

下流 筑西市 1基

以下、令和4年度内に掲載予定

協議会 市町村数 掲載数

上流 2市 4基

下流 5市 19基
令和4年12月8日現在

掲載数

写真をクリックする
と伝承内容や拡大写
真が表示

※令和4年8月26日に新規掲載

50



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

関東地方測量部

令和４年度の取組状況

●水害記録の伝承
過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切にお伝えするとともに、教訓を踏まえた的確な防災行動によ
る被害の軽減を目指す

自然災害伝承碑の活用

常総市教育委員会と連携し、常総市地域交流センターに設置されている「常総市の水害について学べるコーナー」に水害等に関する過去の新
聞記事等と一緒に市内で登録されている自然災害伝承碑に関するポスターを展示し、地域住民の防災意識の向上に貢献しています。

地方公共団体と連携した活用

展示状況
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

令和４年度の取組状況

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

水防災意識強化週間におけるパネル展示

水防災意識強化週間の普及・啓発活動の取組として、関東地方測量部でパネル展示を行いました。

展示パネル 展示状況

関東地方測量部
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１）ハード対策の主な取組

■ダム等の危機管理型の運用

事前放流の実施による治水容量の増強

令和４年度の取組状況

鬼怒川ダム

【事前放流】

大規模な洪水が予想される場合に、ダムに通常確保している洪水調節容量に加え、水利用のための利水容量の貯水を放流して、
一時的に洪水調節容量に利用する取り組みを鬼怒川では１３ダムで実施。（令和2年5月28日 利根川水系鬼怒川治水協定 締結)
事前放流の実施により鬼怒川で洪水調節に利用するダム容量は、現況６ダム 合計１.４億㎥から、最大時には１３ダム合計２.８億
㎥へと２倍に増強されます。

利水容量

洪水調節容量
（洪水のために空けてある）

放流

（更に空ける）
利水容量から放流

利水容量を一時的に使用

※雨量、流入量の予測精度向上を図り、
洪水調節容量をより効果的に活用できるように検討
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１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

【国の取り組み】

護岸整備（河岸侵食対策等）
・鬼怒川の護岸整備（河岸侵食対策）

平成28年6月撮影
平成29年10月撮影

平成29年12月撮影

関東地整

宇都宮市下籠谷地先低水護岸工事（施工中）

下館河川

施工後 54



１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

【国の取り組み】

鬼怒川の対策
・田川合流点の水門整備
・樋管改築

平成28年6月撮影
平成29年10月撮影

平成29年12月撮影

関東地整

田川水門整備 （施工中）

下館河川

鬼怒川右岸二本木揚水樋管改築 （完成）

鬼
怒
川

鬼
怒
川

施工前

施工後 55



１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

【国の取り組み】

小貝川の対策
堤防整備、河道掘削
河道内の樹木伐採

平成28年6月撮影
平成29年10月撮影

平成29年12月撮影

関東地整

真岡出張所管内樹木伐採 （施工中）

下館河川

小貝川右岸下妻市柳原地先堤防整備 （完成）

小貝川

施工前

施工後

小
貝
川

小
貝
川

小貝川右岸取手市中内地先堤防整備、
河道掘削 （施工中）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

在日外国人を対象としたマイ・タイムライン作成講座の実施
外国人向け逃げキッドの開発

【国の取り組み】 関東地整

在日外国人に対する防災知識の普及が問題になっており、今後の実施手法について検討を行っている。
今回の講座を開催してわかったことは、防災に対する考え方が日本人とは違う事。避難について考えたこともなく水害がどういったものかもわからない
方が多い。災害時の情報の取得方法も知らない方が多かった。
作成講座では常総市で作成しているポルトガル語のハザードマップを使用したが、自宅の場所がわからない方が多く、記載されている言葉がわからな
い。避難場所がわからない。避難場所をネットで検索しても英語で記載されていないためわからない等の意見があった。
茨城県国際交流協会等に意見徴収を行い、来年度から在日外国人に対応出来る講師の育成を実施予定。
（日本語学校の教師や国際交流協会関連団体の方を想定）
各自治体で協力頂けるのならば一緒に講座を開催し講師の育成を実施したい。

下館河川

『常総市在住のブラジル人を対象としたマイ・タイムライン作成講座の実施』

【開催日時】令和４年７月１５日（金）

【概要】今回の講座は、外国人用逃げキッドの開発、在日外国人に対する講習会マニュアルの作成を目的として実施。

実施にあたり、筑波大学川島ゼミに協力頂いた。

作成講座の様子
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

自治体職員向けリーダ認定講座、リーダスキルアップ講座の開催
出前講座による作成講座の実施

国土地理院浸水

【国の取り組み】 関東地整

『下妻市東部中学校生徒を対象としたマイ・タイムライン
作成講座を実施』

下館河川

『自治体職員向けマイ・タイムラインリーダー認定講座、
マイタイムラインリーダーを対象としたスキルアップ講座を開催』

【概要】下妻市東部中学校において2年生を対象としたマイ・タ
イムライン作成講座を実施。マイタイムラインリーダ4名が講師
補助として参加。

【開催日時】令和４年６月２１日（木）

【講師】 下館河川事務所

【概要】マイ・タイムライン講師育成を目的とした自治体
職員向けリーダー認定講座をオンライン（ZOOM）で実施。

【開催日時】令和４年５月２３日（月）

【概要】マイ・タイムラインリーダースキルアップ講座

をオンライン（ZOOM）で実施。

【開催日時】令和５年１月２１日（土）

・マイスター２名、A級１名の方が講座開催時の工夫等を発表。

・１１名がリーダー認定。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

常総市防災士会講習会への資料提供
常総市防災士会による講習会に資料を提供。高校生を対象とした防災学習に活用。

国土地理院浸水

【国の取り組み】 関東地整

『常総市防災士会に防災学習用の資料提供』

下館河川

防災学習の様子
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●防災ラジオの整備

令和４年度の取組状況

宇都宮市

○ 情報伝達体制の強化を図るため，令和元年６月から防災ラジオの運用を開始しており，
令和４年度についても広報誌や地域の方々が集まる会議や出前講座等の機会を活用し，普及
促進を図っており，着実に利用者が増加している。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

宇都宮市

令和４年度の取組状況

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●洪水ハザードマップの作成及び周知
ハザードマップの改訂版を作成し，地元説明会やパネル展等による周知啓発を実施

令和４年度の取組状況

〇 大型化した台風などによる河川の氾濫に際し，市民の的確かつ迅速な避難行動につなげること
を目的に，浸水区域に該当する全戸にハザードマップを配布したほか，地元説明会や各種広報活
動等を通じ災害リスクについて市民に広く周知啓発を行った。

2022年 5月 新たに浸水想定区域が追加となった洪水ハザードマップを
各地区市民センターにて配架
連合自治会に説明会を実施（3地区），対象区域住民に改訂版を全戸配布

2022年 8月～9月 「総合治水・雨水対策に関するオープンハウス」開催
（市有施設9か所，商業施設1か所）

年間を通じて 防災出前講座や市広報紙，ホームページ，ツイッター等による周知啓発

市民の
防災知識

【自助】 【共助】

自主防災会の活動

防災訓練（学校，企業，自治会）

事前の危険箇所の確認

地域ぐるみの助け合い など

ハザードマップ等を活用した
災害リスクの事前周知

広報紙,ホームページ,ＴＶ,ラジオ

オ－プンハウス

出前講座

浅い

ハザードエリア・避難経路の確認

マイタイムラインの作成

災害備蓄品の準備

避難情報取得方法の確認

緊急時連絡先の確認 など

深い

広
報
活
動

市 全 域 に 拡 大 61



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

○自主防災組織の促進及び支援の検討

宇都宮市

令和４年度の取組状況

○全３９地区の自主防災会相互の連携及び自主防災体制
の充実強化を目的として，自主防災会連絡会議を実施した。
〔議事〕
・「災害対策基本法から考える自主防災活動」について
・グループ討議（取組み，工夫，課題などの情報共有）

○自主防災組織の更なる育成・強化を推進するため，自主
防災会の役員・リーダー等を対象とした研修会を実施した。
〔内容〕
・「令和４年度宇都宮市総合防災訓練

避難所開設・運営訓練」について
・「内水ハザードマップの公表」について
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●水防訓練の実施

宇都宮市

令和４年度の取組状況

〇消防団員の士気高揚，水防技術の向上を図るとともに，水防体制に万全を期す目的で
令和４年７月９日（土）に水防訓練を実施した。
新型コロナウイルスによる感染症拡大状況を考慮し，訓練参加隊員数を減らした上で，
実施工法と展示パネルを用いた説明を行い，実践的な訓練による技術の伝承を図った。
なお，昨年同様に来賓の招待及び市民の見学等は見送ることとした。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

小山市

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施
小中学生を対象に防災教育の実施

講話や体験活動を通して、子どもたちの防災への意識を高め、自分の命を守るとともに助け合い協力して活動するこ
との大切さを学んでもらうことを目的に、過去に水害を受けた経験のある地域の小学校を会場に防災体験学習を実施
した。

【期日】令和４年１１月２６日（土） 【会場】小山市立寒川小学校 【参加者】４～６年の希望する児童及び保護者 ３０名

（１）防災講話「災害から命を守るために
～災害時の対応と災害への備え～」

（２）防災体験
①避難所開設体験
「段ボールベッド設置体験」「パーティション設置体験」

②防災グッズ作り体験 「新聞紙スリッパづくり」
③非常食の説明・配付

パーティション設置体験段ボールベッド設置体験防災講話

【活動内容】 講師：小山市消防本部危機管理課職員
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

小山市

令和４年度の取組状況

●出前講座等を活用した講習会の実施
防災知識の普及啓発

〇出前講座等を市民等に対し実施し、防災知識の普及・啓発を行った。

2022年 6月23日 横倉長寿会（高齢者） 20名
2022年 6月29日 中央公民館（成人） 6名
2022年 7月23日 天神町自主防災会（自主防災会） 15名
2022年 11月29日 栃木県立小山城南高校（教諭） 60名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

小山市

令和４年度の取組状況

●地域の防災リーダーの育成
地域の防災士の育成

〇地域の防災リーダーの育成するために、2022年12月3日、4日に「防災士養成講座」を
実施した。

参加者： 54名 対象者：市内各自主防災会の方、市職員等

【実施カリキュラム】

12月3日（土） 12月4日（日）

防災士に期待される活動 行政の災害と危機管理

自主防災活動と
地区防災計画【DIG演習】

災害と損害保険

地震・津波による災害 災害ボランティア活動

気象災害・風水害 避難所の設置と運営協力

災害関連情報と予防・警報 地震・津波への備え

風水害・土砂災害等への備え
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

小山市

令和４年度の取組状況

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
✔水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

〇水防災意識週間（9月3日～9月10日）に小山市役所本庁舎１階多目的スペースに
おいて来庁者に対して水防災に関する普及啓発活動を実施。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施

真岡市

令和４年度の取組状況

〇水防災に関するパネル展示
・市役所１階にてポスター掲示
・くらし安全課窓口にてパンフレット掲示
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●真岡市防災リーダーの育成
✓地域の防災リーダーへマイ・タイムライン作成講座を実施

真岡市

令和４年度の取組状況

〇地域における防災力の向上と自主防災組織活性化のために活躍できる人材の育成を図ることを
目的として「真岡市防災リーダー養成研修」を実施した。

カリキュラムの１つにマイ・タイムライン作成講座を設定し、市職員がマイ・タイムライン作成のリー
ダーとなり、受講者に対して、水害時におけるリスクへの理解や防災意識の高揚に努めた。

実施日程

令和４年１０月１５日（土） 受講者１６名
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

防災行政無線の改良、戸別受信機の配布

令和４年度の取組状況

矢板市

防災行政無線による情報伝達をさらに充実させるため、既設の防災行政無線のス
ピーカの付替・追加を実施し、音達域の改善を行った。また、土砂災害警戒区域内で
防災行政無線の聞こえが悪いお宅については戸別受信機を設置し、住民への確実な
情報伝達が可能となった。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

矢板市

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施
小中学生を対象に防災教育の実施

○川崎小学校（浸水想定区域内に立地）の４年生に、マイタイムライン作成講座実施

2022年9月27日 川崎小学校４年生１６名
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

令和４年度の取組状況

下野市

令和元年度より、防災ラジオの有償配布のほか、市内に住所を有する８０歳以上の方
のみで構成する世帯などに対し、申請により無償貸与を実施している。

有償配布
・市内に住所を有する方、事業所等がある方
５，０００円（１台）
・市内に住所を有する７５歳以上の方のみで構成される世帯
２，０００円（１台）

無償配布
・市内に住所を有する８０歳以上の方のみで
構成される世帯
・視覚障がい者１・２級の方
・自治会長
・自主防災組織代表者
・民生委員
など 72



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ハザードマップの作成・周知等

●ハザードマップの作成・周知
洪水ハザードマップの作成・周知

下野市

令和４年度の取組状況

○令和３年８月に改訂した下野市洪水ハザードマップの窓口における配布のほか、ホームページでの
公開、出前講座等を実施し、普及啓発活動を実施している。

まちづくりリクエスト講座「防災について考えよう」
開催日：８月２２日（月） １３：３０～ 市市民活動センターにて
参加者：15名 73



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

下野市

令和４年度の取組状況

●小中学生を対象とした防災教育の実施
小中学生を対象に防災教育の実施

市内幼稚園での避難訓練における市消防団員の動員、小学校での防
災講話、消防団体験会を実施実施した。

１.実施日：令和4年10月29日（土） 実施場所：下野市立緑小学校
実施内容：学校祭にて市の防災倉庫（小学校内に設置）に保管している備蓄品の展示及び体験会を実施した。
また、消防団のPR活動として、消防ポンプ自動車の展示、放水体験（実際の放水なし）などを実施した。

２.実施日：令和4年11月6日（日） 実施場所：下野市南河内公民館、南河内球場
実施内容：市安全安心課職員による防災講話、市で保管している備蓄品の紹介、段ボールベッドの組み立て体験、
消防団のPR活動（消防ポンプ自動車展示、防火服を着用した水消火器体験）を実施した。

３.実施日：令和4年11月30日（水） 実施場所：野ばら幼稚園
実施内容：避難訓練、消防ポンプ自動車の展示、放水見学、消火器操作体験

４.実施日：令和4年12月6日（火） 実施場所：下野市立石橋北小学校
実施内容：市安全安心課職員による防災講話、下野市消防団、石橋消防署による消防ポンプ自動車の展示、煙道
体験、防火服を着用した水消火器操作体験
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

●市消防団による水防訓練の実施

下野市

令和４年度の取組状況

台風・大雨等による大洪水時に迅速、的確に対応できるよう、市消防団による水防訓練
を実施した。

実施日：令和４年６月１２日（日）

訓練内容：土のう作成訓練、ロープ結索訓練、無線通信訓練、シート張り工法
（河川の浸食を防ぐための水防工法）訓練

シート張り工法訓練 土のう作成訓練 75



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための
取組■防災教育や防災知識の普及

益子町

令和４年度の取組状況

〇自治会（自主防災組織）の会長を対象に地区防災計画策定促進に係る講演会を開催し
た。

・日時 令和４年１２月１３日（火）
・場所 益子町町民センター ホール
・講師 栃木県防災士会 理事長 稲葉 茂 氏
・演題 「地域住民が作る地区防災計画」

●水防災に関する説明会の開催
✔水防災に関する説明会を開催する
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

現行のハザードマップに、最新の災害関係情報を反映して更新。

令和４年度の取組状況

芳賀町

令和元年以降公表された次の災害関係情報を反映して更新。
１ 五行川の洪水浸水想定区域図
２ 野元川及び大川の浸水リスク想定図
３ 土砂災害警戒区域の見直し
４ その他避難情報等の見直し

※Ｒ５．３納品により、
写真は現行のもの
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●避難所間の情報ネットワークを利用した訓練。
戸別受信機の無償貸与等により避難行動の促進。

令和４年度の取組状況

高根沢町

○令和３年３月に整備した町役場と町内16カ所ある指定避難所の一部で、
主に町職員を対象とした情報ネットワークを利用した災害対応訓練を行う予定です。

○屋外拡声子局での防災無線の放送に加えて、
避難行動要支援者に対して戸別受信機を無償貸与しています。
避難に時間がかかる方へ情報提供を迅速に行い、避難行動を促進します。

■無償貸与の戸別受信機（ラジオ付き）
78



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

●逃げ遅れゼロに向けた防災教育
町立小中学校の児童生徒を対象に「マイ・タイムライン作成講座」を開催

高根沢町

令和４年度の取組状況

〇マイ・タイムライン認定講座を受講した
町内の防災士が講師となり、
町内の小学5年生と中学１年生を対象に
「逃げキッド」を使用した「マイ・タイムライン作成講座」
を開催。来年度も開催予定。（小学校６校・中学校２校）

令和４年６月 ３日 町立中央小学校 ５年生対象
令和４年６月29日 町立北小学校 ５年生対象
令和４年７月 ５日 町立北高根沢中学校 １年生対象
令和４年７月 ７日 町立阿久津中学校 １年生対象
令和４年９月 １日 町立西小学校 ５年生対象
令和４年９月 ５日 町立上高根沢小学校 １年生対象
令和４年９月13日 町立東小学校 ５年生対象
令和５年１月13日 町立阿久津小学校 ５年生対象

（予定）
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

龍ケ崎市

令和４年度の取組状況

●マイ・タイムラインの周知および小学生や住民等を対象とした講座の実施
マイ・タイムラインの広報紙への掲載や、地域での防災講座の実施に取り組んでいく

【マイ・タイムラインの周
知】
市広報紙「りゅうほー」の
令和4年6月後半号にマイ・
タイムラインについて掲載
し、全戸配布を行った。水
害だけでなく土砂災害の避
難情報等も時間軸に記載し、
書き込むことができる形式
にした。

【小学生や住民等を対象とし
た講座の実施】
小学校や文化会館にて、小

学生や高齢者向けの防災講座
を実施し、その中で水害への
備えについて説明した。 ↑市広報紙に掲載したマイ・タイ

ムライン

↑小学校での防災講話の様子

↑高齢者向けの防災講話の様子
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１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

● 防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布
防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布

令和４年度の取組状況

下妻市

アナログ式（廃止機種）

〇デジタル方式の防災ラジオの導入
・280メガヘルツ防災ラジオを希望する世帯に配布した。
・同ラジオ（文字表示付きタイプ）を希望者（聴覚障害の
手帳交付者）に配布した。

※以前に使用していたアナログ式ラジオ及び戸別受信機は、
令和４年１１月３０日をもって放送終了。
⇒市のホームページ及び広報誌等により再三事前周知を
図ったため、スムーズにデジタル放送へ移行完了。

280メガヘルツ防災ラジオ
（デジタル方式）

280メガヘルツ防災ラジオ
（文字表示付きタイプ）

文字付き放送

●放送内容を文字情報として提供
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

● 要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進
要配慮者利用施設の避難計画に水害を位置づけていく

下妻市

令和４年度の取組状況

〇避難訓練の促進を図るため、対象全施設に下記の内容を
文書により周知した。
１ 令和３年７月の水防法改正の内容
・避難訓練結果報告の義務化
・市による助言・勧告制度の創設
２ 「要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・
活用の手引き」の令和４年３月改訂の内容

○ 避難訓練の促進を図るため、対象全施設に避難訓練の
実施及び結果報告を文書により依頼した。
なお、依頼文には市で作成した「訓練実施結果報告書」

の様式及び各種防災教育資料及び市の防災に関する支援
事業のリンク集を添付し、発送した。

「訓練実施結果報告書」
の様式 ⇒

令和  年   月  日

下妻市長 様 

報告者 

住 所 

氏 名 

下記のとおり訓練を実施したので報告します。

施設名  

施設の分類 

(該当項目に☑)

☐病院・診療所等   ☐障がい者施設等  ☐高齢者施設等 

☐保育園・こども園・放課後児童クラブ等  ☐公立学校（幼小中）

施設所在地 

実施日時     年  月  日     時  分から  時  分まで 

実施場所 

(該当項目に☑)
☐敷地内 ☐敷地外（避難先等） ☐その他（         ）

想定災害 

(該当項目に☑)
☐洪水  ☐土砂災害  ☐その他災害（           ）

訓練内容 

(該当項目に☑)

☐図上訓練  ☐情報伝達訓練 

☐避難経路の確認訓練  ☐水平避難（立退き避難）訓練 

☐垂直避難（屋内退避）訓練  ☐持ち出し品の確認訓練 

☐その他（ 

（備考） 

訓練参加人員 

職員・従業員等 ☐全部 ☐一部 名

患者、利用者、児童・生徒等 ☐全部 ☐一部 名

その他参加者（             ） 名

確認事項 

(該当項目に☑)

☐避難支援に要した人員 名 ☐避難に要した時間  時間  分

☐避難先や避難経路の安全性 ☐その他（          ）

確認された課題

及び改善方法等 

訓練実施責任者

及び連絡先 

職： 氏名： 

TEL： Mail: 
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

下妻市

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく

〇小学生に対して、マイ・タイムライン作成講座を実施した。
・ 2022年 11月 下妻小学校6年生 102名
・ 2022年 11月 大宝小学校4年生 32名

また、作成講座に引き続き、関東東北豪雨後の活動紹介などを交えながら社会福祉協議会による
災害ボランティア教育を実施した。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

下妻市

令和４年度の取組状況

〇水防災に関するパネル展を実施
・ 2022年 9月 3日（金） ～ 10日（金） 下妻市役所本庁舎市民ホール
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

●広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知
✓取手市総合防災マップの作成

取手市

令和４年度の取組状況

○取手市では、市内で発生し得る災害リスクを総合的に認知できるよう、各種ハザードマッ
プをまとめた冊子型の総合防災マップを作成しました。総合防災マップには、ハザードマッ
プの他に、マイ・タイムライン、避難行動判定フロー、広域避難計画、平時の備えに関してな
ど、災害時に必要な情報を掲載しています。

【掲載内容】
・洪水ハザードマップ ・浸水継続時間
・内水実績ハザードマップ ・揺れやすさマップ
・液状化しやすさマップ ・避難に関する情報
・避難行動判定フロー ・地域の防災対策
・各種災害に関する備え ・避難時の心得
・マイ・タイムライン ・感染症対策
・わが家の防災メモ ・避難所一覧
・わが家の防災対策 ・ペット同行避難
・備蓄品および非常時持ち出し品
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

取手市

令和４年度の取組状況

○市内小学校で実施された、地域連携防災訓練の中で、災害時の避難行動について理解
○を深めるため、マイタイムライン作成講座を実施した。（令和２年度より継続実施）

【目的】
・地域と継続的な地域連携の防災訓練を実施することで、
・地域と学校の繋がりを強化する。
・防災に関する体験活動を通じ、児童の危機管理能力を
・高める。

【参加者】
小学校児童、学校職員、消防署、消防団、取手市役所

【内容】
１年生：通報訓練 ２年生：消火訓練
３年生：煙体験練 ４年生：応急処置講習
５年生：AED講習, ６年生：マイ・タイムライン作成講座

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでいく
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

●自主防災組織結成の推進
✓自主防災組織未結成地区を対象とした講演会

取手市

令和４年度の取組状況

○災害時における自主防災組織の役割および重要性・必要性を認識いただき、各地域で
の自主防災組織の結成を推進すべく、市内の自主防災組織未結成地区を対象に講演会を
開催した。

【対象】
・市内自主防災組織未結成地区の
市政協力員、民生委員・児童委員、
区長、班長

【講演内容】
・関東・東北豪雨の体験談
・自主防災組織の必要性
・組織結成から活動までの要点
・活動に関する補助金について
・県防災・危機管理課からの説明
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

つくば市

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学生への出前講座の中で、水災害教育に取り組んでいく

〇小学生を対象にした出前講座を実施した（水防災以外の内容も含む）。地域の河川における災害
リスクを説明し、水防災について考えてもらう内容を入れて講座を行った。

【実施日】 2022年６月14日
【対象】 吉沼児童館の児童
【参加人数】 61名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

つくば市

令和４年度の取組状況

● アプリ、サービスを活用した災害情報の取り方に係る周知
市役所待合スペースで市民に対して周知した

〇市役所本庁舎１階フロア待合スペースの情報周知用モニター（４箇所）で「逃げなきゃコール」の情
報を令和４年８月から３か月間周知した。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■災害を我がことと考えるための取組

●水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施
✓水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施

つくば市

令和４年度の取組状況

〇市内商業施設（イーアスつくば）が主催の防災に関するイベントに対し協力を行った。９月１日（木）
～９月30日（金）の間、施設内の特設スペースにて、つくば市危機管理課提供のパネル展を実施した
（水防災以外の内容も含む）。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組み強化のための取組

要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進

守谷市

令和４年度の取組状況

令和４年４月に守谷市地域防災計
画を改定し、市内の浸水想定区域内に
ある要配慮者利用施設を地域防災計
画に位置付けました。
現在、施設側と相互に連携しながら、
全ての施設で避難確保計画の作成が完
了するよう、対応を行っています。
作成完了後は、計画の実行性及び継
続性確保のための点検を継続して行い、
逃げ遅れゼロに向けて取り組む予定です。

地域防災計画に位置付けられている施設数 ６施設
避難確保計画作成済み施設数 ５施設

作成状況

※令和４年１１月末現在
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

茨城県・筑西市避難力強化訓練

筑西市

令和４年度の取組状況

１ 目 的 住民に対する迅速・的確な避難行動の普及啓発や避難所における新型
コロナウイルス感染症対策の確認等の避難力強化を図る。

２ 日 時 令和４年７月２３日（土） ９：００～１１：００
３ 会 場 筑西市立下館北中学校、下館南中学校
４ 想 定 大型で猛烈な台風の影響により、降雨量の増加及び河川の水位上昇が

予想される中、市町村は流域住民に対し、適切なタイミングで避難情
報を発令するとともに、住民はマイ・タイムラインを参考に避難を開
始し、避難後、防災講習会を受講し自己の避難行動を検証する。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

筑西市

令和４年度の取組状況

●小学生を対象とした防災教育の実施
小学校の総合学習授業（防災訓練）の中で、水災害教育に取り組んでいく

小学校の児童、教職員を対象に大規模地震の発生を想定し、初期消火、救護訓練、
煙体験等を筑西消防署とともに実施し、参加者の防災意識の高揚及び災害時の対応
能力の向上を図った。
また、洪水についても水害からの避難を想定した防災コーナーを設置し、避難所

の模擬体験や洪水ハザードマップ、防災関連グッズの説明等を行うとともに、防災
知識普及を推進するため、映像教材を使用した分かりやすい講義を実施した。

①10月５日(水) 鳥羽小学校：124名参加 ②10月６日(木) 上野小学校：145名参加
③10月12日(水) 伊讃小学校：201名参加 ③10月13日(木) 竹島小学校：283名参加

93



１）ソフト対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

●地区住民を対象とした出前講座の実施（洪水・地震編）
✓坂東市防災マップを活用し、防災意識を高める講座を実施

令和４年度の取組状況

坂東市

〇坂東市立公民館生子菅分館防災講座

・１０月８日（土） 地区住民 ２９名を対象に実施

坂東市の防災対策、避難に関する情報、災害から避難等について、坂
東市防災マップ等を活用し理解を深めた。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

●ハザードマップの訓練への活用
✓ハザードマップを活用した自主防災組織等による避難訓練の実施

坂東市

令和４年度の取組状況

〇飯島地区防災訓練

・目的 洪水等の防災意識と地域防災力を高め、集落ごとの地域交流を深めて
住民の絆を強める。子供を守り高齢者と共に地域福祉を推進する。

・１１月５日（土） 地区住民代表３０名が参加
自宅から地区の避難所まで徒歩で避難及び避難路の確認し、全戸避難を目
指す避難訓練は今年で４年目となる。
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

坂東市

令和４年度の取組状況

〇７月８日（金） 坂東市立東中学校２年生９８名を対象としに「マイ・タイム
ラインリーダー」のサポートにより実施。

〇９月６日（火） 坂東市立七郷小学校６年生２４名を対象に「マイ・タイム
ラインリーダー」のサポートにより実施。

●マイ・タイムライン作成出前講座の実施
✓学校の学習事業の中で、水災害教育に取り組んでいく
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■・タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓練

・ロールプレイング等の実践的な訓練を実施、もしくは検討を行う

つくばみらい市

令和４年度の取組状況

〇令和４年７月３１日、常総市と合同で広域避難訓練を実施した。
（１）情報伝達訓練 【つくばみらい市役所・常総市役所・下館河川事務所】
つくばみらい市長、常総市長、下館河川事務所長とオンラインで情報伝達

（２）避難所開設・運営訓練 【つくばみらい市立小絹中学校 体育館・柔剣道場】
つくばみらい市（消防団・市職員）、常総市（常総市防災士会・市職員）が、避難所受付・テント設営補助
などを実施

（３）防災講話
茨城県防災士会による、避難所運営に関する講話を実施

・つくばみらい市、常総市民 ９８名 ・つくばみらい市消防団 ２４名
・つくばみらい市、常総市職員 ３７名 ・常総市防災士会 ８名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

つくばみらい市

令和４年度の取組状況

●出前講座等を活用した講習会の実施
✓出前講座等の要望があれば積極的に参加し、防災知識の普及啓発活動等の支援を実施

〇水害などの災害について、また災害が発生したときにはどのようなタイミングで
避難するかを知ってもらうために、つくばみらい市防災課の職員が自治会や
小学校に出向き、防災出前講座を行った。

2022年 6月 市内９つの行政区 109名
2022年 6月 伊奈小学校の児童・保護者 50名
2022年 12月 谷原小学校の児童 41名
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

・水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検

つくばみらい市

令和４年度の取組状況

〇令和４年６月５日、土砂災害・全国防災訓練にあわせて、つくばみらい市消防団が
参集メールにより出動し、土砂災害警戒区域や河川の巡視を行い、巡視の結果を
消防団事務局に報告した。
また巡視後、土のう２０００袋を作成し、今後の水害に備える準備を行った。

・つくばみらい市消防団 ７１名
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓練

利根町

令和４年度の取組状況

実施内容

７月２７日（水）に，新型
コロナウイルスの感染対策を講じ
た防災訓練を実施しました。
訓練は，台風災害を想定し，
役場庁舎に災害対策本部を設
置するとともに，各対策部の初
動活動訓練を実施しました。
また訓練では，現場の様子が分
かるように，利根中学校での避
難所設営訓練，保健福祉セン
ターでの防護服の着脱訓練をオ
ンラインで中継しました。

災害対策本部 避難所設営訓練

受付訓練 防護服着脱訓練
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓練

利根町

令和４年度の取組状況 実施内容

自主防災組織の資機材訓練 自主防災組織による安否確認訓練

旧布川小学校での給水訓練 給水車による給水訓練

１１月６日（日）に午前９時に首都
直下地震が発生し，町で震度６弱を観
測したとの想定で，自主防災組織と町に
よる防災訓練を実施しました。
自主防災組織では，安否確認訓練，
炊き出し訓練など，地域の実情に合った
訓練を行うとともに，自主防災組織から安
否確認の結果を，町災害対策本部に報
告していただきました。
町では，町災害対策本部を設置し，本
部長の指揮のもと被害対策を講じ，避難
所開設，給水活動，避難物資の輸送
訓練や消防団・職員による道路等の巡回
を行いました。
今回の訓練では，町内３６地区中２
６地区にご参加いただきました。
町としては，今回の訓練をきっかけとし，
地区内で，防災訓練を毎年恒例のものと
していただければと考えております。
今後は，全地区が訓練に参加するよう
引き続き呼びかけていきます。
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○ R４年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

１）ハード対策の主な取組

■ 洪水を河川内で安全に流す対策

・護岸整備（河岸侵食対策）等 ・護岸整備（河岸侵食対策）等 順次実施
関東

■地整

■ 避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・雨量・水位等の観測データ及び洪水
時の状況を把握・伝達するための基
盤の整備

・雨量・水位等の観測データ及び洪
水時の状況を把握・伝達するための
基盤の整備

H28年度から順次実施
関東

■地整

・防災行政無線の改良、防災ラジオの
配布等の整備

・防災行政無線の改良、防災ラジオ
の配布等の整備

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 活
用

・減災対策協議会の取組方針において、栃木県は取組機関
に含まれないため、セルを灰色着色に変更をお願いいたしま
す。[栃木県]

・水防活動を支援するための水防資
機材等の配備（新技術活用も含め）及
び適切な管理

・水防活動を支援するための水防資
機材等の配備や新技術の活用検
討、配備後の適切な管理を実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 関東
■地整

・簡易水位計や簡易型河川監視カメラ
等の設置

・簡易水位計や簡易型河川監視カメ
ラの設置

H28年度から順次実施 ● 関東
■地整

・浸水時においても災害対応を継続す
るための施設の整備及び自家発電装
置等の耐水化

・浸水時においても災害対応を継続
するための施設の整備及び自家発
電装置等の耐水化

H28年度から順次実施 ● ● ● －● －－－－－-

①２）ソフト対策の主な取組　 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ ハザードマップの作成・　周知等 .

・想定最大規模降雨による洪水浸水
想定区域図、氾濫シミュレーション（鬼
怒川・小貝川）の公表

・鬼怒川洪水浸水想定区域図、氾濫
シミュレーションの策定・公表
・小貝川洪水浸水想定区域図、氾濫
シミュレーションの策定・公表

H28.8
H28年度

関東
●地整

活
用

・ハザードマップの作成・周知
・想定最大外力にもとづいた洪水を
対象に、洪水ハザードマップを策定・
更新する

H29年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ 活
用

・地域の特性を踏まえた適切な避難方
法（垂直避難等）や効果的なまるごと
まちごとハザードマップの検討・周知

・水位の上昇が早い、上流域の特性
を踏まえた垂直避難等の適切な避難
方法の検討や、公共施設や電柱を中
心に、看板の設置や周知を行う

H29年度から順次実施 ■ ■ ▲ ■ ● ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ■
■気象庁

地理院－
関東

■地整

活
用

・要配慮者利用施設の避難計画の作
成及び訓練の促進

・要配慮者利用施設の避難計画に水
害を位置づけていく

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■－ ■気象庁
活
用

・ハザードマップポータルサイトを活用
した周知サポート、地図情報の活用

・ハザードマップの周知のサポートと
して、ハザードマップポーサルサイト
や地図情報を提供する

H28年度から順次実施 ■地理院
活
用

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期
国

益
子
町

芳
賀
町

宇
都
宮
市

小
山
市

真
岡
市

地
域
住
民

塩
谷
町

高
根
沢
町

栃
木
県

矢
板
市

別紙１

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労されてい

る課題等がございましたら、以下の（自由記入欄）にご

記入ください。

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし

下
野
市

上
三
川
町

さ
く
ら
市

：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

1

（上流）



○ R４年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期
国

益
子
町

芳
賀
町

宇
都
宮
市

小
山
市

真
岡
市

地
域
住
民

塩
谷
町

高
根
沢
町

栃
木
県

矢
板
市

別紙１

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労されてい

る課題等がございましたら、以下の（自由記入欄）にご

記入ください。

下
野
市

上
三
川
町

さ
く
ら
市

①２）ソフト対策の主な取組　 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ 避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

・短時間判断等の上流域の特徴を考
慮したタイムラインの更新及び実践的
な訓練の検討

・水位の上昇が早いことで限られた
時間での避難指示等の判断を行うこ
とが想定され、その特徴を踏まえたタ
イムラインへの更新、実践的な訓練
の検討を行う

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
気象庁■
地理院－
関東

■地整

参
加

・気象情報発信時の「危険度の色分
け」や「警報級の現象」等の改善（水害
時の情報入手のし易さをサポート）

・警報等における危険度の色分け表
示
・「警報級の現象になる可能性」の情
報提供
・メッシュ情報の充実化

H29年度から順次実施 気象庁■ 活
用

■ 防災教育や防災知識の普及

・水災害の事前準備に関する問い合
わせ窓口の設置

・ハザードマップの見方などの水災害
の事前準備に関する問い合わせ窓
口の設置する

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ●
気象庁■
地理院－
関東

■地整

活
用

・水防災に関する説明会の開催 ・水防災に関する説明会を開催する H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
気象庁■
地理院－
関東

■地整

参
加

・水害記録の伝承

・自然災害伝承碑の情報を「地理院
地図」に掲載する
・過去の自然災害の教訓を地域の
方々に適切にお伝えするとともに、教
訓を踏まえた的確な防災行動による
被害の軽減を目指す

R2年度から順次実施 - ● ▲ - - - - ○ ▲ - - -
■気象庁

地理院■
関東

■地整

活
用

・自然災害伝承碑の登録に向けて、流域自治体から伝承碑
候補の情報提供をお願いいたします。[地理院]

・小中学生を対象とした防災教育の実
施及び教員へのサポート

・小中学生を対象に防災教育の実施
や授業への組込みの際の教員への
サポートを実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■〇

気象庁■
地理院－
関東

○地整

参
加

・教員へのサポートを実施したが、小中学生を対象とした防
災教育は実施していない。[芳賀町]
・「小中学生を対象とした防災教育」は今年度実施予定だ
が、企画段階のためスライド資料は未提出[塩谷町]

・出前講座等を活用した講習会の実
施

・出前講座等の要望があれば積極的
に参加し、防災知識の普及啓発活動
等の支援を実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ▲ ■
気象庁■

○地理院
関東

■地整

参
加

・プッシュ型の洪水予報等の情報発信
・プッシュ型による情報発信（洪水予
報等）の実施

H28年度から順次実施
関東

■地整
活
用

・水位計やライブカメラの情報をリアル
タイムで提供

・水位計の情報やライブカメラの映像
をリアルタイムで提供

H28年度から順次実施
関東

■地整
活
用

・水害リスクラインによる水位情報の
提供

・水害リスクラインによる一般への水
位情報の提供

R2年度から順次実施
関東

■地整
活
用

■ 共助の仕組み強化のための取組

・防災部局だけでなく高齢者福祉部局
についても、協議会への参加や協議
会に関する情報共有を実施

・防災部局だけでなく高齢者福祉部
局についても、協議会への参加や防
災部局から協議会に関する情報提
供を受けるなどにより情報共有を実
施

R元年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■
・減災対策協議会の取組方針において、栃木県は取組機関
に含まれないため、対象なしではなくセルの灰色着色をお願
いいたします。[栃木県]

・地域包括支援センターにハザード
マップの掲示や防災関連のパンフレッ
ト等を設置

・地域包括支援センターにハザード
マップの掲示や避難訓練のお知らせ
等のパンフレット等を設置

R元年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ▲ 活
用

・減災対策協議会の取組方針において、栃木県は取組機関
に含まれないため、対象なしではなくセルの灰色着色をお願
いいたします。[栃木県]

・地域包括支援センター・ケアマネ
ジャーと連携した水害からの高齢者の
避難行動の理解促進に向けた取組の
実施

・地域包括支援センター・ケアマネ
ジャー等の日常勤務における防災に
関する取組事例を共有
・災害対応研修の場を活用し、ケアマ
ネジャーへハザードマップ等の説明
を実施
・最新の防災・減災施策の説明や高
齢者自身の災害・避難カードの作成
に対する支援を実施

R元年度から順次実施 ■ ▲ ▲ ■ ■ ■ ▲ ▲ ■ ■ ▲ ▲ 参
加

■ 災害を我がことと考えるための取組

・ハザードマップの訓練等への活用
・ハザードマップを活用した自主防災
組織等による避難訓練の実施

R元年度から
順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ■ 関東

■地整
参
加

・マイ・タイムライン作成講座の実施 ・マイ・タイムライン作成講座の実施
R元年度から
順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ■ ▲ ▲ ▲ ■ ● 関東

■地整
参
加

・地域の防災リーダーの育成
・地域の防災士等やマイ・タイムライ
ンリーダーへの研修を実施

R元年度から
順次実施

■ ■ ■ ■ ■ ▲ ■ ▲ ■ ▲ ▲ ■ 気象庁■
関東

■地整

参
加

・水防災意識強化週間における集中
的な水防災に関する普及・啓発活動
の実施

・水防災意識強化週間に水防災に関
するパネル展を実施

R元年度から
順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 関東

■地整
地理院■

参
加

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

2

（上流）



○ R４年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期
国

益
子
町

芳
賀
町

宇
都
宮
市

小
山
市

真
岡
市

地
域
住
民

塩
谷
町

高
根
沢
町

栃
木
県

矢
板
市

別紙１

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労されてい

る課題等がございましたら、以下の（自由記入欄）にご

記入ください。

下
野
市

上
三
川
町

さ
く
ら
市

②２）ソフト対策の主な取組　 洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■ より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

・水防団等への連絡体制の再確認
・無線やメールなどを活用した情報伝
達手段の確保
・適切な管理の実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・水防団同士の連絡体制の確保 ・近隣の水防団の連絡体制の確保 H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・水防団や地域住民が参加する洪水
に対しリスクが高い区間の共同点検

・毎年、国が実施している重要水防
箇所等の共同点検に参加

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■－
気象庁■
関東

■地整

参
加

・関係機関が連携した実働水防訓練
の検討・実施

・利根川水系合同水防訓練及び鬼
怒・小貝水防連合体水防訓練等の水
防管理団体の訓練に参加及び実施
内容等の検討

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■気象庁

関東
■地整

地理院●

参
加

・R5年度 利根川水系連合・総合水防演習に参加予定。[地
理院]

・水防活動の担い手となる水防協力団
体の募集・指定を促進

・広報紙やホームページ等で広く募
集していく

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 参
加

・地域の建設業者による水防支援体
制の検討・構築

・地域の建設業者も組み込んだ水防
支援体制の検討を実施し、構築する

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・自主防災組織の促進及び支援等の
検討

・地域の住民が協力し合う自主防災
組織の普及の促進及び支援等の検
討の実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 気象庁■
関東

■地整

参
加

・約６割の自治会で設置したが、それ以降がなかなか進まな
い状況である。[矢板市]

■ 既設ダムの危機管理型運用方法の確立

・既存ダムの機能を最大限活用する
運用方法の検討等

・AI等を用いた洪水の予測精度の向
上を図る

H28年度から順次実施
関東
地整■

２）ソフト対策の主な取組　③ 一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための氾濫水の早期排水を促す既存施設の活用等の取組
■ 既存施設の活用を含めた緊急排水計画（案）の作成及び既存施設の管理方法の検討

・排水機場・樋門・水門等の情報共
有、霞堤の排水機能を踏まえた排水
の検討等を行い、大規模水害を想定
した緊急排水計画（案）を作成

・排水施設の情報共有、既設の霞堤
の排水機能を活用した排水手法等
の検討を行い、大規模水害を想定し
た緊急排水計画（案）を作成

H29年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■気象庁

地理院－
関東

■地整

・霞堤の適切な管理のための機能・効
果の啓発活動の検討・周知

・霞堤の排水機能を維持するための
適切な管理、それを維持するために
必要な啓発活動の検討

H29年度から順次実施 －－〇－■ - ○ －－■ ○ -
○気象庁

地理院－
関東

○地整

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

3

（上流）



○ R4年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

１）ハード対策の主な取組

■ 洪水を河川内で安全に流す対策

■ 危機管理型ハード対策
＜小貝川＞
　・天端の保護
　・裏法尻の補強

・天端の保護
・裏法尻の補強

H29年度から順次実施
H29年度から順次実施

関東
■　地整

■ 避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把
握・伝達するための基盤の整備

・雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達
するための基盤の整備

H28年度から順次実施
関東

●　地整

・防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布 ・防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布 H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ○ ■

・水防活動を支援するための新技術を活用した水防
資機材等の配備

・水防活動を支援するための新技術を活用した水防資機材等
の配備

H28年度から順次実施 ▲ ▲ ● ▲ - ▲ ▲ ■ ● - ● ■－ －
関東

■　地整

・新技術とはいったいどのようなものなのか？[利根
町]

・簡易水位計や量水標、簡易型河川監視カメラの設
置

・簡易水位計や量水標、簡易型河川監視カメラの設置 H28年度から順次実施 ● 関東
●　地整

・浸水時においても災害対応を継続するための施設
の整備及び自家発電装置等の耐水化

・浸水時においても災害対応を継続するための施設の整備及
び自家発電装置等の耐水化

H28年度から順次実施 ● － ● － ● － － － － ● ● － －

①２）ソフト対策の主な取組　 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ 広域避難を考慮したハザードマップの作成・　周知等

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図（鬼
怒川・小貝川・八間堀川）の公表

・鬼怒川洪水浸水想定区域図の策定・公表
・小貝川洪水浸水想定区域図の策定・公表
・八間堀川洪水浸水想定区域図の策定・公表

H28年度
H28年度
H29年度

● 関東
●   地整
活
用

・想定最大規模降雨による氾濫シミュレーション（鬼
怒川・小貝川・八間堀川）の公表

・鬼怒川洪水氾濫シミュレーションの策定・公表
・小貝川洪水氾濫シミュレーションの策定・公表
・八間堀川洪水氾濫シミュレーションの策定・公表

H28年度
H28年度
H29年度

▲  関東
■   地整
活
用

・広域避難計画の策定・更新 ・協議会の中で広域避難計画を策定・更新 H29年度 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ●
　 関東

■　 地整
■気象庁
■地理院

活
用

・広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知
・想定最大外力にもとづいた洪水を対象に、広域避難計画も
反映した洪水ハザードマップを策定・更新する

H30年度から順次実施 ● ■ ● ▲ ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ■ ■地理院
活
用

・まるごとまちごとハザードマップ整備・拡充 ・公共施設や電柱を中心に、看板の設置を検討していく H28年度から順次実施 ■ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ■ ▲ ● ▲ ■ ▲ 活
用

・要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の
促進

・要配慮者利用施設の避難計画に水害を位置づけていく H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ○ ■ 活
用

・対象施設が多く計画作成後の訓練の促進に対応す
ることが困難な状況。[筑西市]

・ハザードマップポータルサイトを活用した周知サ
ポート、地図情報の活用

・ハザードマップの周知のサポートとして、ハザードマップポー
サルサイトや地図情報を提供する

H28年度から順次実施 ■地理院
活
用

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし

別紙１

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期

地
域
住
民

取
手
市

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労され
ている課題等がございましたら、以下の（自由記入
欄）にご記入ください。

古
河
市

結
城
市

龍
ケ
崎
市

下
妻
市

常
総
市

八
千
代
町

利
根
町

守
谷
市

筑
西
市

■ 関東
■　地整

坂
東
市

つ
く
ば
み
ら
い
市

つ
く
ば
市

茨
城
県

国

＜鬼怒川＞
　・決壊箇所の堤防整備
　・溢水箇所の堤防整備
　・漏水箇所の堤防整備
　・その他区間の堤防整備（大形橋より上流）
　・その他区間の堤防整備（大形橋より下流）
　・洪水時の危険性に関する緊急対策（河道掘削・
樹木伐採）
　・堤防決壊時の危険性に関する緊急対策（堤防強
化対策）
＜小貝川＞
　・堤防整備等
＜八間堀川＞
　・八間堀川の河川改修

・堤防整備、河道掘削、河川改修等

＜鬼怒川＞　H28.6末
H30年度
H28年度
R2年度

H30年度

H30年度から順次実施

H30年度から順次実施

＜小貝川＞
順次実施

＜八間堀川＞
H29年度

：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

（下流）



○ R4年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

別紙１

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期

地
域
住
民

取
手
市

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労され
ている課題等がございましたら、以下の（自由記入
欄）にご記入ください。

古
河
市

結
城
市

龍
ケ
崎
市

下
妻
市

常
総
市

八
千
代
町

利
根
町

守
谷
市

筑
西
市

坂
東
市

つ
く
ば
み
ら
い
市

つ
く
ば
市

茨
城
県

国

①２）ソフト対策の主な取組　 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■ 避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

・避難指示の発令に着目したタイムラインの作成
・現在試行段階であるタイムラインを，検証し見直しを図って
いく
・チェックリストを活用したタイムラインを国と協同し策定する

H28.5 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
   関東

■　 地整
■気象庁

・タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓
練

・ロールプレイング等の実践的な訓練を実施、もしくは検討を
行う

H28年度から定期的に
実施 ■ ▲ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

 　関東
■　 地整
■気象庁

地理院■

参
加

・令和４年度 天竜川上流総合水防演習（長野県飯田
市）に参加した。[地理院]

・気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善（水害時の情報入手のし易さをサ
ポート）

・警報等における危険度の色分け表示
・「警報級の現象になる可能性」の情報提供
・メッシュ情報の充実化

H29年度から順次実施 ■気象庁
活
用

■ 防災教育や防災知識の普及

・水災害の事前準備に関する問い合わせ窓口の設
置

・ハザードマップの見方などの水災害の事前準備に関する問
い合わせ窓口を設置する

H28.6から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
　 関東

■　 地整
■気象庁

地理院－

・水防災に関する説明会の開催 ・水防災に関する説明会を開催する H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
　 関東

■　 地整
■気象庁

地理院－

・水害記録の伝承

・自然災害伝承碑の情報を「地理院地図」に掲載する
・過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切にお伝えすると
ともに、教訓を踏まえた的確な防災行動による被害の軽減を
目指す

R元年度から順次実施 － － ● ●－ ● － ▲ ■ － ● － ■ －

　 関東
　 地整
気象庁
地理院■

・自然災害伝承碑の登録に向けて、流域自治体から
伝承碑候補の情報提供をお願いいたします。[地理
院]

・教員を対象とした講習会の実施
・授業を実施する前に担当教員にも水災害の知識を身につけ
ていただくための講習会を実施する

H29年度から順次実施 ■ ▲ ▲ ▲ ■ ▲ ■ ▲ ● ■ ▲ ● ■〇

    関東
■　 地整

気象庁■
地理院－

・茨城県教育研修センターと連携し、「中核教員研修
会」への協力を行った。[水戸気象台]
・教員負担軽減、働き方改革の中で、講習会の時間
確保が難しく、参加者が管理職のみになってしまう。
[結城市]

・小学生を対象とした防災教育の実施
・小学校の総合学習授業の中で、水災害教育に取り組んでい
く

H28年度から順次実施 ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ■ ■〇

    関東
■　 地整
■気象庁

地理院－

参
加

・子供たちの関心は高く、今後、防災・減災のカリキュ
ラムを増やし、幼少期から更なる啓発や意識付けが
必要。[筑西市]
・令和５年度に水防災教育実施を予定している。[利
根町]

・出前講座等を活用した講習会の実施
・出前講座等の要望があれば積極的に参加し、防災知識の
普及啓発活動等の支援を実施

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■〇

    関東
■　 地整
■気象庁
○地理院

参
加

・新型コロナウイルス感染症の影響により、申込者か
らの開催延期・中止の申し出が見受けられる。[結城
市]

・プッシュ型の洪水予報等の情報発信 ・プッシュ型による情報発信（洪水予報等）の実施 H28年度から順次実施 〇 ■ 関東
■   地整
活
用

・水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供 ・水位計の情報やライブカメラの映像をリアルタイムで提供 H28年度から順次実施
関東

■   地整
活
用

・水害リスクラインによる水位情報の提供 ・水害リスクラインによる一般への水位情報の提供 R2年度から順次実施
関東

■   地整
活
用

■ 共助の仕組み強化のための取組

・防災部局だけでなく高齢者福祉部局についても、
協議会への参加や協議会に関する情報共有を実施

・防災部局だけでなく高齢者福祉部局についても、協議会へ
の参加や防災部局から協議会に関する情報提供を受けるな
どにより情報共有を実施

R元年度から順次実施 ▲ ■ ▲ ■ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ■ ▲ ▲ ▲ ■

・地域包括支援センターにハザードマップの掲示や
防災関連のパンフレット等を設置

・地域包括支援センターにハザードマップの掲示や避難訓練
のお知らせ等のパンフレット等を設置

R元年度から順次実施 ■ ■ ▲ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ －
活
用

・地域包括支援センター・ケアマネジャーと連携した
水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた
取組の実施

・地域包括支援センター・ケアマネジャー等の日常勤務におけ
る防災に関する取組事例を共有
・災害対応研修の場を活用し、ケアマネジャーへハザードマッ
プ等の説明を実施
・最新の防災・減災施策の説明や高齢者自身の災害・避難
カードの作成に対する支援を実施

R元年度から順次実施 ● ▲ ■ ▲ ■ ▲ ▲ ▲ ■ ▲ ● ■ ● ■
気象庁
地理院－
関東
地整

参
加

■ 災害を我がことと考えるための取組

・ハザードマップの訓練等への活用
・ハザードマップを活用した自主防災組織等による避難訓練
の実施

R元年度から
順次実施 ■ ▲ ■ ■ ■ ▲ ■ ■ ■ ■ ▲ ■ ▲ －

気象庁
地理院－
関東
地整

参
加

・新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練の実
施数が減少した。[筑西市]

・マイ・タイムライン作成講座の実施 ・マイ・タイムライン作成講座の実施
R元年度から
順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■気象庁
地理院－
関東
地整

参
加

・新型コロナウイルス感染症の影響により、多数の住
民参加が困難であった。[筑西市]

・地域の防災リーダーの育成
・地域の防災士等やマイ・タイムラインリーダーへの研修を実
施

R元年度から
順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ■ ● ■ ■ ■ ■〇

■気象庁
地理院－
関東
地整

参
加

・水防災意識強化週間における集中的な水防災に
関する普及・啓発活動の実施

・水防災意識強化週間に水防災に関するパネル展を実施
R元年度から
順次実施 ■ ▲ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ●

■気象庁
地理院■
関東
地整

参
加

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

（下流）



○ R4年度の取組状況および今後実施する取組

事　　項

具体的取組

別紙１

具体的な取組の柱

主な内容 目標時期

地
域
住
民

取
手
市

各取組に対して、国や県に対するご要望や苦労され
ている課題等がございましたら、以下の（自由記入
欄）にご記入ください。

古
河
市

結
城
市

龍
ケ
崎
市

下
妻
市

常
総
市

八
千
代
町

利
根
町

守
谷
市

筑
西
市

坂
東
市

つ
く
ば
み
ら
い
市

つ
く
ば
市

茨
城
県

国

②２）ソフト対策の主な取組　 洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■ より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実
施

・無線やメールなどを活用した情報伝達手段の確保
・情報伝達訓練等の実施

H28年度から定期的に
実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・水防団同士の連絡体制の確保 ・近隣の水防団の連絡体制の確保
H28年度から定期的に

実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが
高い区間の共同点検

・毎年、国が実施している重要水防箇所等の共同点検に参加
H28年度から定期的に

実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
   関東

■   地整
■気象庁

参
加

・関係機関が連携した実働水防訓練の実施
・利根川水系合同水防訓練及び鬼怒・小貝水防連合体水防
訓練に参加
・水防管理団体が行う訓練への参加

引き続き定期的に実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
   関東

■　 地整
■気象庁

参
加

・水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指
定を促進

・広報紙やホームページ等で広く募集していく 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 参
加

・地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築
・地域の建設業者も組み込んだ水防支援体制の検討を実施
し、構築する

H29年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

③２）ソフト対策の主な取組　 一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

■ 緊急排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

・排水機場・樋門・水門等の情報共有、排水手法等
の検討を行い、大規模水害を想定した排水計画
（案）を作成

・排水施設の情報共有、排水手法等の検討を行い、大規模水
害を想定した排水計画（案）を作成

H28年度から順次実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
   関東

■　 地整
気象庁－
地理院－

・排水計画に基づく排水訓練の実施 ・排水計画に基づく排水訓練の検討および実施 H28年度から順次実施 ■ ■ ▲ ▲ ■ ■ ▲ ▲ ■ ■ ▲ ■ ■ ▲
　 関東

■　 地整
気象庁－
地理院－

○  ●  ■： 実施予定　、 ： 実施済み、 ：実施済み（継続）、
 ▲ ：検討中、 － : 対象なし：令和４年度実施 ：令和５年度以降に実施予定：令和３年度実施 ：令和６年度以降に実施予定

（下流）


